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「IWOR構想」※（2001）

「21世紀・アイヌ⽂化伝承
の森再⽣計画（2013）

計画の背景

※正式名称は「IWOR＝イウォロの創造的再⽣
と発展に向けた提案：アイヌ⽂化の⾥⼆⾵⾕を
中⼼とした沙流川流域の伝統的⽣活空間整備構
想」。以降「IWOR構想」とする。

課題：アイヌの伝統⽂化と今⽇的継承のあり⽅を体系的に伝える取り組み
• 沙流川流域の森林・河川に展開した伝統的⽣活空間「イウォㇿ」の再認識・発信
• 「イウォㇿ」の再⽣・保全活動に関するの体験を伴う学び

平取町・平取アイヌ協会・北海道森林管理局の
三者協定に基づく森づくりのビジョン

基本理念｜

・学びの場【伝承・学習】
・試みの場【試験・研究】
・恵みの場【採集・狩猟】 
・広めの場【啓発・交流】
・暮しの場【⽣計・⽣産】

・アイヌ⽂化の総合的な伝承と振興
・アイヌの伝統や⽂化に対する理解の促進

基本⽬的｜

⾃然と⼈間との共⽣,多⺠族・多⽂化共⽣のモデル地域

基本機能｜
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• 施 設 型の⺠族共⽣象徴空間である「ウ ポ ポ イ」と響きあう存在として、
フィールド型の⺠族共⽣象徴地域としての「シシㇼムカ・イウォㇿ博物館」を展開する。

• 「イオル構想」に関連する事業成果、整備施設、諸活動を統合し、平取町独⾃の魅⼒を
伝えるテーマに沿って案内・解説することで、アイヌ⽂化のさらなる理解促進を図る。

「ウポポイ」
（民族共生象徴空間）

「シシㇼムカ・イウォㇿ博物館」
（民族共生象徴地域）

シシㇼムカ・イウォㇿ博物館のビジョン

▶コンセプト：額平川・沙流川流域に⽣きるアイヌと⽂化の現在（いま）を学ぶ
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「エコミュージアム」とは？

□ 基本的な考え⽅
• 地域全体をまとまった物語を持つテリトリー（⽂化圏）とし、屋根のない博物館と⾒なす
• 遺産（地域の⾃然や歴史⽂化、暮らし）を現地で本物を保存・保全しながら展⽰する
• 正式な「博物館活動」であり、学芸活動による科学の検証を怠らない
• 遺産の価値を地域住⺠⾃らが発掘し、エコミュージアムの最初の来訪者となる
• 遺産を誇りとする住⺠が訪問者と⼀緒になって遺産の魅⼒を享受し交流していく活動

エコミュージアムの考え⽅
新井重三（『実践 エコミュージアム⼊⾨―21 世紀
のまちおこし』（1995）の挿図をもとに作成

伝統的博物館 エコミュージアム
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シシㇼムカ・イウォㇿ博物館を構成する要素

❹ゲートウェイ
 観光案内機能を持った施設

❶コア（博物館）
 中⼼的な施設で学芸活動の拠点

❷サテライト（博物館）
 テリトリーに存在する資源

❸ディスカバリー・トレイル
 コア・サテライトを巡る道

ディスカバリー・トレイルを巡る
ことで理解を促す価値や魅⼒の  
解説ストーリーを組み⽴てる
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3つのテーマを通して価値を伝える

□ テーマとは？
• 本計画では、住⺠が⼤切にし伝えたいと思う地域の⾃然や歴史⽂化を解説（インタープ
リテーション）するため、わかりやすいいくつかのテーマを設定し、誰もが⼝をついて
語れるような物語（ストーリー）として記述します。

• 地域の歴史⽂化資源を⽣きたまま保全する⽂化的景観の考え⽅を、シシㇼムカ・イウォ
ㇿ博物館の核とし、平取町全体で展開します。

• そこで、平取町重要⽂化的景観の価値説明⽂をもとに、シシㇼムカ・イウォㇿ博物館の
テーマを下記の３つに設定しました。

テーマ１
アイヌのまなざしを
借りて⾒る
沙流川流域の⾃然

テーマ２
今⽇に継承される
イウォㇿと
アイヌの伝統的⽣活⽂化

テーマ３
近代以降の
アイヌの暮らしと
共⽣社会への道
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テーマ１
アイヌのまなざしを借りて
⾒る沙流川流域の⾃然

テーマ２
今⽇に継承されるイウォㇿと
アイヌの伝統的⽣活⽂化

テーマ３
近代以降のアイヌの暮らしと
共⽣社会への道

▼ストーリー
⽇⾼⼭脈最⾼峰ポロシㇼは、沙流川流域
のアイヌ（サルンクㇽ）に敬われ、また
畏れられてきた。ポロシㇼに連なる⼭々
を源流とする額平川及び沙流川流域のさ
まざまな場所に、サルンクㇽにとって⾝
近であり⼤切な神様であるオ キクㇽミや
その他のカムイの存在を⾒出した伝承地
や、祈りを捧げた場所チノミシㇼが今⽇
まで受け継がれている。

▼ストーリー
アイヌは、コタンを取り巻くイウォㇿと
呼ばれる⽣活圏の中で、⾐⾷住に必要な
資源を獲得してきた。アイヌは、⾃然資
源の特質を理解し、その獲得⽅法・時期、
量、加⼯に関する技術や知識を積み重ね、
それらを⽣活⽣業の中に取り⼊れてきた。
このような⾃然との共⽣の作法は、今⽇
の沙流川流域のアイヌをはじめとする地
域住⺠に⽇常的に受け継がれている。

▼ストーリー
19世紀後半以降、アイヌの伝統的な⽣業
や⽣活⽂化は変化を余儀なくされた。こ
うした中でも、アイヌも和⼈もさまざま
な協働のなかで⽂化継承のためのたゆま
ぬ努⼒を続けた。特に、沙流川における
2つのダム建設は、アイヌ⽂化の保全と
継承に甚⼤な影響を及ぼしたが、アイヌ
⽂化復興・振興の活動をより⾼次のレベ
ルで展開する契機となった。

▼体験・理解できること
アイヌ⽂化に関する伝承や解説とともに
重要⽂化的景観に選定された実際の景観
をめぐり、沙流川流域の⾃然へのアイヌ
のまなざしを借りることで地域の⾃然特
性をより深く理解することができる。

▼体験・理解できること
イウォㇿに⾒られる動植物、イウォㇿで
培われた伝統的知識と技術、イウォㇿと
のかかわりの中で⽣み出された有形無形
の所産を、展⽰・現地⾒学や⽂化環境保
全に関わる体験や携わる当事者のガイド
を通して学ぶことができる。

▼体験・理解できること
近代以降のアイヌの⽣活⽣業を展⽰や歴
史的建造物等を通して学ぶことができる。
また個⼈やコミュニティの努⼒による⽂
化継承について、展⽰と⽂化環境保全に
携わる当事者のガイドを通して理解でき
る。

▼持ち帰ってもらいたいメッセージ
⾃然にカムイの存在を⾒出したアイヌの
世界観（その世界観を⽣んだ創造⼒）に
触れてもらいたい。

▼持ち帰ってもらいたいメッセージ
アイヌ⽂化の継承とイウォㇿの保全は不
可分なものであり、地域のアイヌや関係
者が中⼼となって⽂化環境の保全事業が
⾏われていることを知ってもらいたい。

▼持ち帰ってもらいたいメッセージ
アイヌ⽂化の継承や⽂化振興に対する地
域のアイヌや関係者の努⼒、協働を通し
て⽬指す社会のあり⽅について伝えたい。
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インタープリテーション（解説）のツール

ウェブ・映像 紙媒体 サイン 解説板
解説ボード プログラム

全
体
解
説

◯ポータルサイト
◯案内映像

◯総合ガイドブック
●景観マップ

◯テリトリーマップ
◯シシㇼムカ・
IWOR博物館概要パ
ネル

●全体解説ツアー
（各組織連携により企
画するプログラム）

個
別
解
説

●各組織のHP
●動画コンテンツ

●各施設パンフレット
●⽂化的景観解説
シート

●施設案内サイン
●解説展⽰パネル
●ツアー解説資料

●部分解説ツアー
（各組織が個別に主催
するプログラム）

資
料 ◯データベース

◯資料⽬録
●各種報告書

ー ー

• シシㇼムカ・イウォㇿ博物館事業を展開するにあたり、地域住⺠が中⼼となってインター
プリテーション事業を実施していく上で必要な下記のツールを制作・整備する。

• ◯は未整備のものであり今後制作・整備していく必要がある。●はすでに制作・整備され
ているものだが、必要に応じて更新を⾏う。

まずは、ウェブ・映像コンテンツを集約した「デジタルコアミュージアアム」を開設する
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運営体制について

平取町アイヌ総合政策推進協議会
意思決定組織

事業実施のためのコア組織

【役割】エコミュージアム運営に関する方針や年度ごとの事業計画について協議を行う。

平取町アイヌ施策推進課

平取町⽴
⼆⾵⾕アイヌ⽂化博物館

沙流川歴史館

平取町観光商⼯課

平取町アイヌ⽂化振興公社

平取アイヌ協会

びらとり観光協会

事業統括

公益財団法⼈
アイヌ⺠族⽂化財団

（ウポポイ）

• シシㇼムカ・イウォㇿ博物館は、これまでアイヌの伝統⽂化の保全、振興に携わってきた
関係者を中⼼とした下記の体制にて運営を⾏う。

連携

位置付け、⽅針提⽰

連携
コアメンバー 協⼒組織・協⼒者
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